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サッカー競技規則改正がゴールキーパーのプレーに及ぼす影響

一一2∞o年競技規則改訂について一一
The Effect of the Revisioo of Soccer Rules 00 the Plays of Goalkeepers 

-the revision of soccer rules in 2∞0一一

胡 泰志

首sushiEBISU 

The purpose of this study was to examine the effect of the soccer rules revised in 2000 on the 

plays of goalkeepers. The sixteen games of the final tournament of the 1998 FIF A WORLD CUP 

FRANCE (pre-revision rules) and the 16 games of the final tournament of the 2002 FIF A WORLD 

CUP KOREAJAP AN (after revision) were investigated. 

The goalkeepers of the teams in the 2002 W orld Cup， using their hands or arms in the penalty 

area， controlled balls for a significant1y longer time than goalkeepers of the 1998 W orld Cup 

(p<O.OOl). They also stepped using a significantly higher number of paces when controlling balls 

with their hands or arms in the penalty area than did the goalkeepers in 1998 (pく0.001).From these 

results， the goalkeepers in the 2002 W orld Cup seemed to adapt their plays to be more aggressive. 

1.研究目的

サッカーは世界的にみて，野球以上に人気のあるス

ポーツである。なかでも 4年に 1度の周期で開催され

るワールドカップサッカーは，オリンピックに匹敵する

世界最大のスポーツイベントの一つで，国際的な注目

も非常に高い大会である。 2002年に日本及び韓国にて

開催された2002FIFA WORLD CUP KOREAJAPAN 

(以下，日韓大会)は，アジアで初めて開催された世界

最大のサッカーイベントであったということと，日本

代表の活躍で決勝トーナメントに進出したことにより，

日本国内でも連日マスメディアからワールドカップに

関する情報が数多く提供され，サッカーに注目が集ま

った。

サッカーにおいて，ゴールキーパー(以下， GK) 

は11人の競技者の中で唯一手でポールを扱うことが認

められている。 GKからのパスは攻撃の起点でもある

ことから非常に重要であり(堀口 1994)，守備から攻撃

へと切り替わる局面におけるGKの効果的な攻撃がチ

ームの勝利に少なからず影響を及ぼすものと考えられ

る(坂下 1994)。また，得点の大半がペナルテイエリア

からのシュートとペナルティキックによるものである

ように，ゴール前のペナルティエリアは少しのミスやフ

ァウルなどのワンプレーが直譲得点に関わってくる非常

に重要なエリアである。したがって， GKはゲームの組

立てに重要な役割を果たす反面，一つのプレーミスが失

点につながることから サッカーにおいて最も重要な

ポジションのーっといえる。

サッカーをより魅力的にするために，国際サッカ一連

盟(以下， FIFA)はグランドの大きさ，ボール，競技者の

数，競技者の用具，試合時間などに関する競技規則改

正を行なってきた。これらの競技規則改正が試合に与

える影響は大きく，競技者のプレースタイル，シュートや

フリーキック数の増加といった試合内容が変化し，競技

者の技術力向上や戦術の変化の一因になった。近年で

は， 1995年にオフサイドに関する競技規則が改正された
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(日本サッカー協会 1伺8)。改正前はプレーに関与してい

なくても，オフサイドポジ、ションにいるだけでオフサイド

になっていたが，改正後はオフサイドポジ、ションにいても，

プレーに関与しないかぎりオフサイドにはならないこと

になった。この改正によって，最終守備ライン付近にいる

攻撃側の競技者はより有利にプレーをすることができる

ようになり(井上ら 1999)，得点数増加の一因になった。

GKに関する競技規則も幾度か改正されてきた。こ

れらの改正は， GKが手または腕でボールを保持して

のプレーに関するもので ペナルティエリア内でボー

ルを手または腕で保持しての移動歩数や保持時間を制

限したものである。これらの改正のねらいは， GKが

ボールを手または腕で保持することによる時間稼ぎを

防ごうとするものであった(日本サッカー協会1983，

1985)0 2000年のサッカー競技規則第12条反則と不正

行為の中のGKによる違反(以下，第12条) (日本サ

ッカー協会2∞1)の改正によって，ペナルティエリア

内で，ボールを手または腕で保持しての歩数制限がな

くなった。しかし、ボールを6秒以上保持した場合は

相手側に間接フリーキックが与えられることが明記さ

れた(以下 6秒ルール)。この改正により，ペナル

テイエリア内でボールを保持したGKに対する時間的

なプレッシャーは強くなったが，より広い範囲への移

動が可能になると考えられる。このように， GKのペ

ナルテイエリア内でのプレーの自由度が上がることに

より，試合中のGKのプレースタイルも変化するので

はないか考えられる。そこで本研究では第12条の改正

がGKのプレーに対する影響について明らかにするこ

とを目的とした。

11.研究方法

A.分析対象

2C削のFIFA規則改正前後のサッカーワールドカップ

大会である， 1998 FIFA WORLD CUP FRANCE大会

(以下，フランス大会)及び日韓大会の決勝トーナメン

ト各16試合(3位決定戦を含む)を分析対象とした。

B.分析方法

これら32試合の映像が録画されたVTRからペナルテ

イエリア内でのGKのプレー内容を記録した。手，腕

または足でボールを保持してから味方競技者にボール
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を送る(以下，フィード)までの移動歩数をカウント

し，その聞の時間をストップウォッチを用いて計測し

た。また， GKがポールを保持してからフィードした

ボールがハーフラインを越えるまでの時間も同時に計

測した。なお， GKがペナルテイエリア外でボールを

保持したプレー及びファウル等でGKのプレーが中断し

た場合は分析対象から除外した。また，相手競技者の

シュート等を拳ではじくプレー(以下，パンチング)につ

いては， GKはボールを積極的にコントロールできない

と判断されたため，これも除外した。各項目における

フランス大会と日韓大会との間の平均値の差については

t検定を用いて分析した。有意水準は5%以下とした。

111.結果

録画されたVTRには， GKがボールを保持してプ

レーしている途中で画面が切り替わったり，他の競技

者に隠れてしまったりした等の理由でGKのプレー内

容が判別できない場面があった。ペナルティエリア内

でGKがボールを保持したと判断された回数はフラン

ス大会が556回，日韓大会が598回であった。よって，

本研究で提示する値はこれらの画面上で判別できたG

Kのプレーの全部及び利用可能な部分から算出した。

A. ペナルティエリア内でのボールの保持時間

6秒ルールがGKのプレ一時間に及ぼす影響につい

て検討するために，ペナルテイエリア内でGKがボー

ルを手または腕で保持した時間を比較した。その結果，

保持時間は2∞o年の第12条改正後の日韓大会の方が有

意に長く (p<0.001)，フランス大会では3.3土2.35sec

(平均値:tSD，以下同じ)であったのに対し，日韓大

会では5.0:t3.35secであった(図1)。ペナルテイエリ

ア内でGKがボールを足で保持した時間も日韓大会の
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図1.ペナルティエリア内でのボール保持時間
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方が有意に長く (p<O.OOl)，フランス大会では1.9:1::

2.70sec，日韓大会では2.7:1::3.卯舘Cであった。

B.ペナルティエリア内でのポールを保持しての移動

歩数

6秒jレールがペナルテイエリア内でのGKの移動距

離に及ぼす影響を検討するために，ペナルティエリア

内でGKがボールを手または腕で保持しての移動歩数

を比較した。その結果，移動歩数は2C削年の第12条改

正後の日韓大会の方が有意に増加しており (p<O.∞1)， 

フランス大会では4.8:1::2.59歩であったのに対し，日韓

大会では9.7:1::6.69歩であった(図2)。ペナルティエリア

内でGKがポールを足で保持しての移動歩数も日韓大

会の方が有意に増加しており (p<O.∞1)，フランス大会

では3.9:1::4.31歩，日韓大会では5.5:1::6.49歩であった。
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図2.ボールを保持しての移動歩数

c.ボールを保持してからハーフラインを越えるまで
の時間

2α旧年の第12条改正に伴い 手または腕でボールを

保持してのプレーが変化したことによる試合への影響

を検討するために， GKがポールを手または腕で保持

してからフィードしたボールがハーフラインを越える

までの時間を比較した。その結果，両大会聞に有意な

差は認められず，フランス大会ではl1.4:1::6.12sec，日

韓大会では12.3:I::6.28secであった(図3)。ポールを

足で保持してからフィードしたボールがハーフライン

を越えるまでの時間も両大会問に有意な差は認められ

ず，フランス大会では8.8:1::5.91sec，日韓大会では

8.9:1:: 5.89secであった。ただし， GKがフィードした

ボールがハーフラインを越えて相手陣地に持ち込まれ

た割合については，足で保持した場合は第12条改正後

に低下したが(フランス大会:82.4%，日韓大会:
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図3.ポール保持からハーフラインを越えるまでの時間

80.8%) ，手または腕で保持した場合は高くなった

(フランス大会:88.7%，日韓大会:92.2%)。

IV.考察

20∞年の第12条改正後の国際大会である日韓大会に

おいて， GKがペナルティエリア内でボールを手また

は腕で保持した時間は末永ら (2002)の報告より1.0秒

長かった。この報告は2∞0年の競技規則改正を最初に

適用した国際大会を対象としていたため，分析対象の

GKは改正後の新ルールのメリットを活かすための十

分な準備期間がなく，ファウルをとられることを避け

て早めにボールを手放したものと推察される。一方，

本研究の試合は改正後2年を経過していた。過去のG

Kに関する競技規則改正においても，改正されたルー

ルに適応した形でGKのプレ一時間が長くなっていた

(松本ら 1987)。本研究においても， GKが新lレール

に適応し 6秒間という時間を十分に活用してプレー

するようになっていたものと考えられる。

日韓大会において，ペナルテイエリア内でGKが手

または腕でボールを保持した状態での時間及び移動歩

数ともに増加していたことから， 2α均年の第12条改正

はGKのプレー内容に影響を及ぼしていたと考えられ

る。特に移動歩数が約5歩増加したことは，実際プレ

ーをするGKにとっては大きな影響があったと考えら

れる。第12条改正前は， GKはボールを手または腕で

保持しての移動歩数が4歩以内と限られていたため，

GKがボールを長く保持し続けていることによって，

かえってプレーしにくくなる可能性がある。 GKがボ

ールを保持した時点で相手競技者が近くにいたり，多

数の競技者が近くに密集していた場合，元々狭いGK

の移動可能なエリアが更に狭くなってしまう。そのよ

うな状況下では，ポールを長く保持し続けていること
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は逆に相手に守備体型を整える時間を与えてしまい，

ゴール前の重要なエリアで相手フォワード選手にプレ

ッシャーをかけられてしまう危険性がある。そのため，

相手競技者の守備体型が整う前に素早くボールをフィ

ードした方が有利な場合が多かったものと考えられ

る。一方，改正後はボールを手または腕で保持したま

まの移動歩数に制限がなくなったため， 6秒以内であ

ればペナルティエリア内を自由に移動できるようにな

った。そのため，ボールを保持した時点で相手競技者

が近づいてきたり，多数の競技者で混雑するエリアが

あったとしても， GKは相手競技者等に邪魔されない

エリアや味方競技者にフィードしやすいエリアを見つ

け出し，そこに移動してプレーすることが可能になっ

たと考えられる。

GKがボールを保持してからフィードしたボールが

ハーフラインを越えるまでの時間は両大会聞に有意な

差は認められなかった。一方，手または腕で保持した

ボールがハーフラインを越えて敵陣に届いた割合はB

韓大会の方が高くなっていた。敵陣に入り込んでのプ

レーが増加することは，相手チームにプレッシャーを

与え，味方チームに有利な展開でゲームを進行させる

ことにつながる。本研究の結果から，ルール改正によ

りペナルテイエリア内での手または腕でボールを保持

してのプレースタイルが変わったことが，その後の攻

撃の展開に有利につながったものと考えられる。さら

に，本研究ではボールを足で保持した場合の時間と移

動歩数も改正後に増加していた。6秒ルールによって，

手または腕でボールを保持した場合のプレースタイル

が変化し，攻撃の起点としてのGKのプレーの有効性

がより高まった。それに伴い，足でボールを保持した

場合においても，より効果的なプレーにつなげようと

する意識が生じたと推察される。その結果，より有利

な状況でプレーするために可能な限り移動しようとし

て，足でボールを保持した場合の時間と移動歩数も増

加したのではないかと考えられる。以上のように， G 

Kは第12条改正によるメリットを活用し，ペナルテイ

エリア内をより積極的に移動してプレーするようにな

ってきたと考えられる。

2∞0年の第12条改正の結果，ペナルテイエリア内で
のボールの保持時間が長くなるとともに移動可能なエ

リアも広がった。それに伴いGKがプレーを選択する

際の判断材料もこれまで以上に増えるものと考えられ
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る。そのため，常により広範囲のエリアの状況を考慮に

いれた上で，どのようなプレーを選択するかを瞬時に

判断する能力が要求されるようになると考えられる。

v.要約

本研究では2∞0年サッカー競技規則改正がゴールキ
ーパーのプレーに対する影響について明らかにするこ

とを目的として， 1998 FIF A WORLD CUP FRANCE 

大会及び2002FIF A WORLD CUP KOREAJAPAN大

会の決勝トーナメントのゴールキーパーのプレーを比

較検討した。その結果，以下の知見を得た。

① ゴールキーパーがペナルティエリア内で手または

腕でボールを保持した時間は改正後に有意に長くな

った。

② ゴールキーパーがペナルティエリア内で手または

腕でボールを保持して移動した歩数も改正後に有意

に増加した。

③ ゴールキーパーが保持したボールがハーフライン

を越えた時間は改正前後で変わらなかったが，手ま

たは腕で保持したポールがハーフラインを越えて敵

陣に持ち込まれた割合は改正後に増加していた。
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